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　水稲共済の損害評価が始まります。耕地を見回り、被害の有無を確認しま
しょう。減収が見込まれる場合は、収穫前に被害申告をお願いします。

　収穫前に耕地を見回り、稲の外見だけでなく籾
もみ

の状況などを確認しましょう。自然災害などによる減収
が見込まれる場合は、必ず収穫前に「損害通知書兼野帳」の提出をお願いします。

　半相殺方式では、被害申告があった耕地の
うち、一定数を任意に抽出して調査する「農
家申告抜取調査」で被害の有無を確認します。
　損害通知書兼野帳に記入する申告単収と農
家申告抜取調査単収が損害評価の重要な基礎
になりますので、正確な単収の記入をお願い
します。

　出穂後（登熟期）に高温が続くと、白未熟粒が多くなる傾向があります。白未熟粒による規格外米が広
範囲に多発した場合、その量を特例的に共済の減収量に加味した損害評価を実施することがあります。
　組合から白未熟粒の発生が見込まれるとの注意喚起があった場合は、特に注意して耕地の状態を確認し、
収穫前に被害申告を行いましょう。

収穫後の評価はできませんのでご注意ください。

損害通知書兼野帳には、記入例を参考に災害の発生月日、災害の種類（被害の有無を
含む）、申告単収、収穫予定月日を必ず記入しましょう。

　被害申告をしても、共済金の支払い対象にならない場合がありますのでご了承ください。
なお、収穫直前に被害が発生した場合は、速やかにお近くの NOSAI へ連絡をお願いします。

！ポイント

！ポイント

水稲
共済 被害申告は収穫前に

収穫前に耕地を確認しましょう

半相殺方式に加入の方へ

白未熟粒が見込まれる場合は

損害通知書兼野帳の記入例 （半相殺方式の場合）

岩
いわぶち

渕 萌
も も か

伽

胆江地域センター
収穫共済課

①透明なビニール袋などに立札を１枚ずつ入れる
②稲穂より高い位置に立てる
③被害耕地がわかるように立てる（耕地の境界に立てず

に、道路から見える位置に立てる）

立札設置のポイント

被害申告の目安と評価方法

立札の設置をお願いします

0001 001 30 ○○○○ △△△ 9⽉10⽇ 180
0002 001 10 ○○○○ △△△
0003 001 25 ○○○○ △△△ 8⽉15⽇ 300
0004 001 25 ○○○○ △△△ 8⽉15⽇ 240

共済⽬的
⼤地区

組合員等コード

⽔稲 ⼀筆半損選択
階層名

類区分
⼩地区

組合員等⽒名

評価者記⼊欄

ｷﾀｲｲｵｶ1-〇 シカの⾷害
ｷﾀｲｲｵｶ2-〇 被害なし

9⽉25⽇ 良、中、不良
良、中、不良

分割事由

ｷﾀｲｲｵｶ4-〇 いもち病
9⽉25⽇
9⽉25⽇

分筆
番号

地名地番
引受⾯積
（ａ）

ｷﾀｲｲｵｶ3-〇 いもち病

組合員等記⼊⽇

良、中、不良

損害通知書兼野帳

農家申告
抜取調査
単収(㎏
/10ａ)

収穫予定⽉⽇ 災害の種類
分割
割合
（％）

品種名

耕地別
基準
収穫量
（㎏）

災害の
発⽣
⽉⽇

災害の種類
申告単収
(㎏/10
ａ)

評価
⽉⽇

耕地
番号

※経営所得安定対策にかかる
 交付申請の申請確認
 数量払（営農継続⽀払）
  はい・いいえ

良、中、不良
良、中、不良

組合員等記⼊欄

⽀払開始損害割合 割
損害評価地区

評価者

良、中、不良
良、中、不良

肥培管理

良、中、不良
良、中、不良

0001 001 30 ○○○○ △△△ 9⽉10⽇ 180
0002 001 10 ○○○○ △△△
0003 001 25 ○○○○ △△△ 8⽉15⽇ 300
0004 001 25 ○○○○ △△△ 8⽉15⽇ 240
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⼤地区

組合員等コード

⽔稲 ⼀筆半損選択
階層名

類区分
⼩地区

組合員等⽒名

評価者記⼊欄

ｷﾀｲｲｵｶ1-〇 シカの⾷害
ｷﾀｲｲｵｶ2-〇 被害なし

9⽉25⽇ 良、中、不良
良、中、不良

分割事由

ｷﾀｲｲｵｶ4-〇 いもち病
9⽉25⽇
9⽉25⽇

分筆
番号

地名地番
引受⾯積
（ａ）

ｷﾀｲｲｵｶ3-〇 いもち病

組合員等記⼊⽇

良、中、不良

損害通知書兼野帳

農家申告
抜取調査
単収(㎏
/10ａ)

収穫予定⽉⽇ 災害の種類
分割
割合
（％）

品種名

耕地別
基準
収穫量
（㎏）

災害の
発⽣
⽉⽇

災害の種類
申告単収
(㎏/10
ａ)

評価
⽉⽇

耕地
番号

※経営所得安定対策にかかる
 交付申請の申請確認
 数量払（営農継続⽀払）
  はい・いいえ

良、中、不良
良、中、不良

組合員等記⼊欄

⽀払開始損害割合 割
損害評価地区

評価者

良、中、不良
良、中、不良

肥培管理

良、中、不良
良、中、不良

加入方式別

半相殺方式

品 質 方 式 地域インデックス方式

全相殺方式
被害申告の目安
　全耕地の基準収穫量の２割（８割補償）、３
割（７割補償）、４割（６割補償）を超える減
収が見込まれる場合
　
評価方法
　被害申告のあった耕地のうち、一定数を任
意に抽出して検見または実測により確認

被害申告の目安
　減収、品質低下により基準生産金額の１割

（９割補償）、２割（８割補償）、３割（７割補償）
を超える生産金額の減少が見込まれる場合
　
評価方法
・被害耕地すべてと無被害耕地の一部を確認
・農協などへの出荷伝票調査など

被害申告の目安
　減収が見込まれる場合
　
評価方法
　被害耕地の１筆について、損害の発生状況
を確認

被害申告の目安
　全耕地の基準収穫量の１割（９割補償）、２
割（８割補償）、３割（７割補償）を超える減
収が見込まれる場合
　
評価方法
・被害耕地すべてと無被害耕地の一部を確認
・乾燥調製施設による計量結果数量の伝票調

査など

　一筆半損特約を付帯している方は、
５割以上の減収が見込まれる場合に、
被害のあった耕地を確認しますので被
害申告をお願いします
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園芸施設
共済 予測不能な災害に

            　 備えましょう
　近年、異常気象による豪雨や台風などの自然災害が全国各地で発生し、園芸施設の被
害が多く発生しています。園芸施設共済に加入して、予測不能な災害に備えましょう。

台風の接近数が増加
　年々、東北地方への台風の接近数が増加し
ています。近年の台風は、大型で勢力が強い
ことから、台風が接近するだけでも被覆材や
パイプ本体に甚大な被害を及ぼす可能性があ
るため、園芸施設共済への加入は必要不可欠
です。

　昨年就農し、地元の農家さんから使用していなかったハウスを借りて通年で
ホウレンソウを栽培しています。ハウスを借りる際に、過去に強風でハウスが
全壊した経験があると聞きました。ハウスの周りには、風を遮る大きな建物や
防風林などがないので自然災害への備えが必要だと思い、昨年７月に園芸施設
共済に加入しました。
　園芸施設共済の内容は、NOSAI のホームページなどを見て自分で勉強しまし
た。さらに、加入時には NOSAI 職員に詳しく説明してもらい、しっかりと制
度を理解することができました。減価償却の部分はありますが、古いハウスな
ども補償してもらえる点が魅力だと思います。
　最近は突発的な災害が多く、農業はこれまで以上に天候に左右されていると
思います。自然災害は予測できないので、今後も園芸施設共済に加入し続けます。

　昭和 50 年からトマトなどを栽培しています。近年の異常気象による自然災
害の頻

ひん
発や被覆材などの値上がりから、経営の継続に不安を感じて令和２年に

園芸施設共済に加入しました。
　２月から６月下旬まではトマト苗を育ててJAに出荷しています。今年４月に、
ハウス１棟のビニールが突風で裂けました。受け取った共済金はビニールの購
入費用に充てることができて助かりました。育苗期間中の被害だったので、生
育への影響が心配でしたが、無事に苗を出荷することができました。
　夏はトマト、冬はホウレンソウを栽培しているので、１年を通してビニール
をかけています。これからの時期は台風による被害や雪害が心配です。安心し
て栽培を続けられるように、園芸施設共済に加入してあらゆる自然災害に備え
ていきます。

特約で万全な補償を
　下記の特約を付帯することをおすすめします（付帯の有無は棟ごとに選択できます。なお、特約に国の掛金
補助はありません）。

　損害額が３万円または共済価額の５％のいず
れかを超える場合に補償

全損被害でも共済金は損害額の８割が上限

損害額が１万円を超える場合から補償

　付保割合（補償割合）８割を選択した場合に最
大２割を上乗せでき、最大で損害額の10割を補償

小損害不塡
て ん

補１万円特約※

付保割合追加特約連絡はお早めに！
　次のような場合は、速やかにお近くのＮＯＳＡＩまでご
連絡ください。

①被覆期間の変更　②被覆材の変更　
③増築や改築　　　④譲渡　　　　　など

　連絡がなかったり遅れたりすると、共済金が支払われな
い場合がありますのでご注意ください。

　台風などでハウスに
被害が発生する前に連
絡をお願いします

※ 少額の掛金で特約を付帯することができます。なお、小損害不填補の 10・20・50・100 万円を選択している場合は付帯できません

菊
き く ち

池　悠
ゆたか

さん（35）

荒
あ ら さ わ

澤 和
か ず ひ こ

彦さん（70）

住田町

経営内容：ホウレンソウ、
ハウス3棟（10㌃）

一戸町

自然災害に備えて

安心して栽培を続けるために

加入者の声

加入者の声

直近12年の東北地方への台風接近数

出典：気象庁「東北地方への接近数」
（https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/statistics/accession/tohoku.html）を基に作成

6

5

4

3

2

1

0

（回）

令和　
元年

　
30年
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26年

　
25年

　
24年

0回 0回
　

23年
平成　
22年

　
29年

　
２年

　
３年

平成22〜27年は
平均2回

平成28年〜令和3年は
平均3.2回

年々増加傾向に！

  小さな損害でも補償が可能に！

  大きな損害時に充実した補償を！  大きな損害時に充実した補償を！

特約あり

特約あり

このほかにもさまざまな補償内容があります。詳しくはお近くの NOSAI にお問い合わせください
小
こ ま つ

松 希
のぞみ

東南部地域センター
資産共済課

経営内容：トマト（育苗を
含む）、ホウレンソウ、ハ
ウス12棟（21㌃）

特約なし

特約なし
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農 業機械を活用して加工用トマトの契約栽培に取り組
むのは、一関市千厩町の農事組合法人「清田フレンド

ファーム（清本準代表理事組合長、組合員 118 人）」。副組合
長の精一さんは「トマト栽培が地域住民の交流にもつながっ
ています」と話します。

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
８
月
中
旬
か
ら
加
工
用
ト
マ
ト
専
用
の

コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
を
始
め
ま
す
。
収
穫

す
る
量
は
、
選
別
作
業
の
進
行
状
況
に

よ
っ
て
調
整
し
、
１
日
当
た
り
最
大
約
30

㌃
分
を
収
穫
し
ま
す
。
理
事
の
仁
也
さ
ん

は
「
加
工
用
ト
マ
ト
の
収
穫
適
期
は
２
～

３
日
と
短
い
で
す
。
適
期
を
逃
さ
な
い
よ

う
に
、
今
年
は
定
植
の
時
期
を
３
回
に
分

け
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

計
画
的
な
防
除

　
炭た

ん
そ
び
ょ
う

疽
病
や
根
腐
れ
病
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

な
ど
の
病
虫
害
に
よ
る
品
質
低
下
を
防
ぐ

た
め
、
定
植
後
の
６
月
初
旬
か
ら
収
穫
期

の
８
月
ま
で
週
に
一
度
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

取
り
付
け
た
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
薬

剤
を
散
布
し
ま
す
。

　
「
ア
ー
ム
や
薬
剤
の
調
整
と
ト
ラ
ク

タ
ー
の
運
転
を
２
人
で
分
担
し
て
、
30
分

ほ
ど
で
15
㌃
の
防
除
が
で
き
ま
す
」
と
仁

也
さ
ん
。
転
作
圃
場
の
た
め
、
圃
場
の
溝

に
水
が
た
ま
り
や
す
く
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が

同
じ
場
所
を
何
度
も
通
ら
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
も

　
加
工
用
ト
マ
ト
の
選
別
は
手
作
業
の
た

め
、
作
業
す
る
組
合
員
を
増
や
し
て
い
ま

す
。「
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
人
が
集
ま
る

機
会
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
作
業
し

な
が
ら
の
情
報
交
換
は
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
会
話
が
弾
め
ば
作
業
も
は
か
ど
り
ま

す
」
と
精
一
さ
ん
。
仁
也
さ
ん
は
「
地
域

の
人
が
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
ト
マ
ト
の
栽
培
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

選別作業は手作業で行います
（写真提供：藤野精一副組合長）

収穫作業の様子
（写真提供：藤野精一副組合長）

一度に５畝に薬剤を散布します機械を使って定植するため、立ったままで作業できます

作
業
の
省
力
化
と

コ
ス
ト
削
減

　
同
法
人
は
、
水
稲
な
ど
の
栽
培
に
加
え

て
、ト
マ
ト
加
工
品
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
、

令
和
２
年
に
加
工
用
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
初
年
は
80
㌃
で
11
・
７
㌧
を

収
穫
し
、
今
年
は
２・
４
㌶
で
96
㌧
の
収

穫
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
加
工
用
ト
マ
ト
は
、
支
柱
を
立
て
ず
に

地
面
に
這
わ
せ
る
「
地
這
い
」
で
栽
培
。

支
柱
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
が
抑
え
ら

れ
、
主
枝
の
誘
引
作
業
な
ど
の
手
間
も
省

け
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
加
工
用
ト
マ
ト
の
栽
培
は
機
械
化
が

進
ん
で
い
て
、
青
果
用
ト
マ
ト
と
比
べ
て

作
業
負
担
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
」
と

副
組
合
長
の
精
一
さ
ん
。「
特
に
、
短
期

間
で
大
量
に
収
穫
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で

い ばち ん

 

機
械
化
で
作
業
負
担
を 

 

軽
減
・
効
率
化 

藤
ふ じ の

野 精
せ い い ち

一 
副組合長 （写真左）

藤
ふ じ の

野 仁
じ ん や

也 
理 事 （写真右）

一関市千厩町
農事組合法人

清田フレンドファーム
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軽米町

花巻市

　

軽
米
町
円ま
る
こ子

の
「
大
黒
醬
油
株

式
会
社
（
坂
本
剛
代
表
取
締
役
）」

で
は
、
同
社
で
製
造
す
る
「
ひ
え

味
噌
」
を
使
用
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ア
イ
ス
「
ｎん

Ｄ
だ

で

ば

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ａ
」

を
今
年
５
月
か
ら
同
町
の
ス
ー

パ
ー
や
産
直
な
ど
で
販
売
し
、
話

題
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ひ
え
味
噌
は
、
同
町
産
の
大
豆

と
ヒ
エ
を
約
２
年
間
熟
成
さ
せ
て

い
ま
す
。
坂
本
代
表
は
「
ヒ
エ
の

や
さ
し
い
甘
さ
が
特
徴
の
み
そ
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
合
わ
せ
て
、
濃

厚
な
味
わ
い
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
粉
を
加
え
る
こ
と

で
、
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
を
出

し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

坂
本
代
表
は
「
お
客
さ
ま
か
ら

『
み
そ
の
味
が
濃
く
て
お
い
し
い
』

と
好
評
で
す
。
二
戸
市
や
洋
野
町

の
産
直
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

県
立
花
巻
農
業
高
校
（
小
船
光

浩
校
長
＝
生
徒
２
６
８
人
）
で
は
、

生
徒
が
実
習
で
栽
培
し
た
農
産
物

や
加
工
品
を
販
売
す
る
「
羅ら

す須
プ

ラ
ザ
」
の
今
年
の
営
業
を
５
月
か

ら
始
め
、
地
域
住
民
な
ど
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
開
催
し
た
第
３
回
の
営

業
で
は
、
食
農
科
学
科
の
２
年
生

が
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
な

ど
を
販
売
。
お
す
す
め
の
「
花
農

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
」
は
強
い
甘
さ

が
特
徴
で
、
ふ
じ
の
ほ
か
数
種
類

の
リ
ン
ゴ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
学
科
２
年
の
千
田
佳か

あ
き季
さ
ん

は
「
初
め
て
の
経
験
で
慣
れ
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
方
が
買
い
に
来
て
く
だ

さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

12
月
ま
で
に
５
回
営
業
し
、
み

そ
な
ど
の
加
工
品
や
季
節
の
農
産

物
、
鉢
花
な
ど
を
販
売
す
る
予
定

で
す
。

　

金
ケ
崎
町
西
根
の「
Ｓス

ゴ

ス

Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

Ｈヒ

ト

ト

キ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
朝
倉
志
穂
店

主
）」
で
は
、
同
町
産
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
使
用
し
た
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
と
、
奥
州
市
産
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

の
米
こ
う
じ
で
作
っ
た
甘
酒
ス
ム
ー

ジ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

　

同
店
は
、「
自
宅
に
い
る
よ
う

な
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
客
さ
ま

に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
朝

倉
店
主
の
思
い
で
、
平
成
30
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
ケ
ー
キ
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

粒
と
酸
味
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

仕
上
げ
ま
し
た
。
甘
酒
は
七
分
つ

き
玄
米
の
米
こ
う
じ
で
作
っ
て
い

て
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
で
夏

に
お
す
す
め
で
す
」
と
P
R
し

ま
す
。

　

朝
倉
店
主
は
「
暑
さ
に
負
け
な

い
よ
う
に
、
地
場
産
食
材
を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
元
気
を
チ
ャ
ー

ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

岩
泉
町
岩
泉
の「
飴あ

め
き
っ
ち
ゃ
ん

喫
茶
庵（
熊

谷
英
美
子
店
長
）」
で
は
、
同
町

産
の
雑
穀
を
使
用
し
た
「
雑
穀
ラ

ン
チ
」
を
味
わ
え
ま
す
。

　

雑
穀
で
メ
イ
ン
料
理
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
作
れ
る
こ
と
を
知
っ

た
熊
谷
店
長
。「
雑
穀
に
対
す
る

見
方
が
変
わ
り
、
魅
力
を
伝
え
た

い
」
と
、
３
年
前
に
雑
穀
を
使
用

し
た
ラ
ン
チ
の
提
供
を
始
め
ま
し

た
。

　

雑
穀
は
、
熊
谷
店
長
が
所
属
す

る
雑
穀
研
究
会
「
穂ほ

ま
ち
っ
娘こ

」

が
生
産
。
メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り

で
、
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
の
炊
き
込
み

ご
飯
は
プ
チ
プ
チ
と
し
た
食
感

を
、
ヒ
エ
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
白
身
魚

の
よ
う
な
風
味
を
楽
し
め
ま
す
。

　

熊
谷
店
長
は
「
雑
穀
料
理
は
冷

め
て
も
味
が
変
わ
ら
ず
、
調
理
方

法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
肉
や
魚

風
味
に
仕
上
が
り
ま
す
。
栄
養
価

も
高
い
の
で
、
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

●営業時間
　11：30 ～12：30
●開催日
　10月７日、14日、21日、
　11月25日、12月９日
　（いずれも金曜日）

主な販売先
●ミル・みるハウス
　軽米町大字晴山 22-38-1
　℡ 0195-47-1030
●営業時間
　9：00 ～18：00

●SUGOSU HITOTOKI
　金ケ崎町西根古寺 133-1
　℡ 080-6294-5327
●営業時間
　10：00 ～17：00
　定休日：土、日
　　　　　臨時休業あり

●飴喫茶庵
　岩泉町岩泉字村木60
　℡ 090-1939-9619
●営業時間
　11：30 ～15：00
　※営業日はお問い合わせ
　　ください

食農科学科２年生の千田佳
季さん（左）と志

し だ ふ じ
田藤陸斗さん

「今後は、お菓子などの商品
開発にも力を入れていきたい
です」と坂本代表

「農作業の合間にいらっしゃ
るお客さまも多いです」と朝
倉店主

営業日はインス
タグラムをご確
認ください▶︎

フェイスブックで
営業情報を発信し
ています▶︎

「テイクアウトもありますよ」
と熊谷店長

「花農リンゴジュース」185㍉㍑150円（左）、１㍑400円
（どちらも税込み）

「レアチーズケーキ（ブルーベリー）」420 円、「甘酒スムージー
（ブルーベリー）」550 円（どちらも税込み）

み
そ
と
チ
ョ
コ
の
濃
厚
ア
イ
ス

地
場
産
の
農
産
物
を
ケ
ー
キ
と
甘
酒
に

自
校
産
の
加
工
品
な
ど
を
販
売

雑
穀
の
魅
力
を
発
信

「ｎＤＡＤＥＶＡ」367 円（税込み）

●

●

花
巻
空
港
駅

至
紫
波
町

至
北
上
市

４
213★

羅須プラザ
（高十商店前）

花巻信用金庫
二枚橋支店

軽
米
町
立

晴
山
小
学
校

至
二
戸
市

★
ミル・みるハウス

●

●

至九戸村

至八戸市

至
軽
米
町
内

ロ
ー
ソ
ン

395

340

金
ケ
崎
町
役
場

東
北
自
動
車
道

東
北
本
線至

水
沢

至
北
上

●

４

沼宮内地域
診療センター

SUGOSU
HITOTOKI

★

至
金
ケ
崎
町
内

岩
泉
郵
便
局

岩
泉
警
察
署

至
盛
岡
市

至
岩
泉
町

小
本

★
飴喫茶庵

●

●●

●

455

岩
手
銀
行

岩
泉
支
店

うれいら通り

北
日
本
銀
行

岩
泉
支
店

「おまかせランチ」１,０００円（税込み）
アマランサスの炊き込みご飯とヒエのコロッケ（中央の皿）

金ケ崎町

岩泉町
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　岩手県農業共済組合（NOSAI 岩手）では、令
和５年４月１日採用の一般職職員を募集します。
岩手の農業を支えるために一緒に働きましょう。

詳しくはホームページを
ご覧ください ▶︎

職員を
募集します

応募資格
（１）高校を卒業（令和 5 年 3 月卒業見込みを含

む）した方で、令和 5 年 4 月 1 日現在で
35 歳以下の方（長期勤続によるキャリア
形成のため）
※大学院、大学、短期大学、高等専門学校、

専修学校のいずれかを卒業している方は
応募できません

（２）パソコン（ワード、エクセル）操作ができ
る方

（３）農業に関心がある方
（４）普通自動車免許を取得、または令和 5 年 3

月までに取得見込みの方（AT 限定でも可）

受付期間
令和4年9月5日（月）～9月12日（月）まで
※郵送の場合は令和4年9月12日（月）必着

問い合わせ先
岩手県農業共済組合 総務部 人事課
〒 020-0857 盛岡市北飯岡一丁目 10 番 50 号
℡ 019-601-7491

先
輩
の
声

先
輩
の
声

Rec r u i t

　自然災害を自力で防ぐには限界があるので、
万が一のときに農家さんの役に立てるように
仕事をしています。
　農業の知識がなくても、先輩が丁寧に教え
てくれます。農家さんとの交流を通して農業
はもちろん、地域の特色を知ることができます。

　今年度から家畜課に配属になり、毎日新し
い刺激を受けています。農家さんの営農を陰
で支えられる仕事にやりがいを感じています。
　農家さんとコミュニケーションをとること
が多く、農業などたくさんのことが学べます。

8：30

8：30

9：30

10：00

11：00

11：00
12：00

〜

13：00

12：00

〜

13：00
15：00

〜

17：15

15：00

〜

17：15

13：30

14：00

あ
る
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

あ
る
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「
園
芸
施
設
共
済
に
加
入

し
た
い
」
と
連
絡
が
あ
っ

た
た
め
、
ハ
ウ
ス
の
調
査

に
行
き
ま
す

獣
医
か
ら
牛
の
死
亡
報
告
が

あ
っ
た
た
め
、
午
後
に
死
亡
確

認
に
行
き
ま
す

共
済
部
長
を
訪
問
し
、
取
り
ま

と
め
を
依
頼
し
て
い
た
書
類
を

受
け
取
り
ま
し
た

保
冷
庫
で
牛
の
死
亡
確
認

を
し
ま
す

事
務
所
に
戻
り
、
共
済
部

長
か
ら
受
け
取
っ
た
書
類

を
整
理
し
て
、
こ
の
日
の

業
務
は
終
了

事
務
所
に
戻
り
、
書
類
の
整
備

や
共
済
金
の
支
払
い
準
備
を
し

ま
す

昼
食

昼
食

農
家
を
訪
問
し
、
ハ
ウ
ス
の
大

き
さ
な
ど
を
測
定
し
ま
し
た

農
家
の
方
に
家
畜
共
済
の
継
続

加
入
推
進
を
し
ま
し
た

事
務
所
に
戻
り
、
確
認
し
た
ハ

ウ
ス
の
書
類
を
作
成
し
ま
す

推
進
で
聞
き
取
り
し
た
牛

の
頭
数
な
ど
を
整
理
し
ま

す

大
お お か み

上 佐
さ ち

千さん 〈令和2年4月採用〉

菊
き く ち

池 雄
た け と

翔さん 〈令和2年4月採用〉

中部地域センター 資産共済課 副主事

盛岡地域センター 家畜課 副主事
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田
村
さ
ん
は
、
八
幡
平
市
の
西
根
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
30
年
以
上
コ
ー

チ
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
時
代
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
、

20
年
以
上
選
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。コートで指導をする田村さん

「
け
が
で
競
技
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
コ
ー
チ
と
し
て
声
が
か
か
り
指
導
を
始

め
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
現
在
は
週
に
一

度
、
地
域
の
子
ど
も
９
人
に
指
導
し
て
い
ま

す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
上
達
が
早
く
、

教
え
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
田
村
さ
ん
。

練
習
方
法
を
工
夫
し
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
自
分
も
楽
し

み
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
が
好

き
な
子
が
増
え
て
、
八
幡
平
市
の
競
技
人
口

が
増
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

田
た む ら

村 正
ま さ ひ と

仁さん（64）

八幡平市大
おおぶけ

更

共済部長兼損害評価員２年

テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

県内の共済部長さんを
紹介します

化
す
る
施
設
や
水
道
管
な
ど
の
修
理
、
人

口
減
少
に
よ
る
利
用
量
の
低
下
、
過
去
の

ダ
ム
建
設
費
な
ど
に
よ
り
、
公
営
・
民
営

限
ら
ず
今
後
も
値
上
が
り
し
そ
う
で
す
。

地
域
の
水
道
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
を

　
現
在
の
水
道
施
設
の
利
用
率
は
全
国
平

均
で
６
割
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
人
口
減
少

が
特
に
進
む
地
方
で
は
、
複
数
の
自
治
体

や
県
が
一
括
管
理
・
運
営
す
る
「
広
域
化
」

を
進
め
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
と
は

い
え
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
発
生
し
て
い
る

の
で
、
広
域
化
に
は
し
っ
か
り
し
た
見
通

し
の
数
字
と
住
民
の
合
意
が
必
須
。
私
た

ち
も
、
自
分
が
住
む
地
域
の
水
道
の
経
営

状
態
や
今
後
の
計
画
等
に
興
味
を
持
ち
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

「
民
営
化
＝
料
金
値
下
げ
」で
は
な
い

　

電
気
や
ガ
ス
に
続
き
水
道
も
、
令
和
元

年
10
月
か
ら
「
水
道
法
」
の
改
正
に
よ
り

民
営
化
し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

民
営
化
は
、
施
設
の
所
有
権
を
公
的
機
関

に
残
し
た
ま
ま
運
営
権
だ
け
を
民
間
に
売

却
す
る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
を
と

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
。
両
者
の
契
約
期

間
は
20
年
程
度
と
長
い
た
め
、
自
治
体
の

財
政
負
担
が
軽
く
な
る
一
方
、
競
争
原
理

が
働
か
ず
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や
水
道

料
金
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
同
方
式
の
場
合
、
公
営
に
戻
す

に
は
莫
大
な
違
約
金
や
年
月
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
老
朽

毎回テーマを決めて、
日々の暮らしに役立つ話
を紹介します。お答えい
ただくのは、盛岡市の消
費生活アドバイザー・横
藤崇子さんです。

水道事業の民営化水道事業の民営化

29年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は
社会保障。公益社団法人日本
消費生活アドバイザー・コンサ
ルタント・相談員協会会員、岩
手県生活問題研究会会員。

横
よ こ ふ じ

藤 崇
た か こ

子

暮ら
しに役立つ

26

　

今
年
４
月
か
ら
遠
野
市
で
フ
リ
ー
の

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

遠
野
市
民
セ
ン
タ
ー
で
イ
ス
を
使
っ

た
レ
ッ
ス
ン
を
週
に
２
回
開
い
た
り
、

写
真
共
有
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
、
レ
ッ

ス
ン
に
参
加
で
き
な
い
人
に
向
け
て
ヨ

ガ
を
配
信
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ゆ
く

ゆ
く
は
農
家
の
方
向
け
の
ヨ
ガ
も
や
っ

て
み
た
い
で
す
。

　

自
宅
の
畑
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
な

ど
の
数
種
類
の
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品

づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す

ね
。

遠野市

新
に っ た

田 真
ま り こ

理子さん

（26）

岩手県北基幹家畜診療所

岩手県南基幹家畜診療所

※当日の往診依頼は、午前８時30分から９
時30分までです。この時間以外の往診
依頼は、急患を除き、原則として当日中
の往診はできませんのでご了承ください

※獣医師個人の自宅や携帯電話に直接往診
依頼などをすることはご遠慮ください

※土日祝日と夜間は、急患の受付に限定さ
せていただきますのでご了承ください

 

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症

　
寄
生
虫
の
一
種
で
あ
る
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ

ジ
ウ
ム
の
感
染
に
よ
る
子
牛
の
下
痢
症
で

す
。
生
後
３
～
20
日
齢
に
よ
く
発
症
し
、
感

染
か
ら
３
～
６
日
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

黄
色
の
泥
状
な
い
し
水
様
便
を
排
出
し
ま
す
。

　

脱
水
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
多
い
た

め
、
子
牛
に
と
っ
て
危
険
な
感
染
症
で
す

が
、
こ
れ
は
人
に
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
症
状
は
、
水
様
性
の
下
痢
や
腹

痛
、
発
熱
、
嘔お
う
と吐
、
倦け
ん
た
い怠
感
で
数
日
か
ら

２
～
３
週
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
で
人
に
感
染
し
た
事
例
は

年
間
10
例
前
後
し
か
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
過
去
に
は
水
道
水
な
ど
に
病
原
体
が

混
入
し
、集
団
発
生
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

 

牛
皮
膚
真し

ん
き
ん菌

症

　

カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
真
菌
が
感
染
し
て

起
こ
る
皮
膚
病
で
、
離
乳
後
の
育
成
牛
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
眼
の
周
り
や
耳
、首
、

尾
の
周
辺
な
ど
に
多
く
発
生
し
て
、
円
形

に
脱
毛
し
、
皮
膚
が
白
っ
ぽ
く
盛
り
上

が
っ
て
見
え
ま
す
。

　

人
が
感
染
す
る
と
、
皮
膚
に
赤
い
リ
ン

グ
状
の
病
変
が
で
き
て
強
い
痒か

ゆ

み
が
あ
り

ま
す
。
あ
ま
り
牛
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い

人
（
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
人
）
が
皮
膚

真
菌
症
の
牛
に
触
れ
た
と
き
に
か
か
り
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
こ
の
皮
膚
病
が
疑
わ
し
く
、
皮

膚
科
を
受
診
す
る
場
合
は
「
皮
膚
病
の
牛

に
触
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
医
師
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

 

人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
に
は

　

牛
の
患
部
や
糞ふ
ん

便
な
ど
に
直
接
触
れ
な

い
こ
と
や
、
手
洗
い
や
消
毒
を
心
が
け
る

こ
と
も
大
事
で
す
が
、
感
染
源
と
な
る
牛

の
病
気
自
体
を
減
ら
す
こ
と
が
最
も
大
切

で
す
。

　

牛
舎
や
使
用
器
具
な
ど
の
積
極
的
な
消

毒
に
加
え
て
、
病
原
体
に
負
け
な
い
健
康

な
牛
を
飼
養
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

岩手県南基幹家畜診療所
診療課

技術主査　浪
な み お か

岡　 徹
とおる

牛
か
ら
人
に
う
つ
る
感
染
症

　
最
近
、
人
の
「
サ
ル
痘と
う
」
が
国
際
的
に
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
病

原
体
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
野
生
の
リ
ス
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
齧げ
っ
し
る
い

歯
類
が
由

来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
牛
か
ら
人
に
う
つ
る
感
染
症

を
紹
介
し
ま
す
。

診療の依頼や相談は
お近くのNOSAI家畜診療所へ

TEL：0197-25-6909
中部出張所  
TEL：0198-29-4122
磐井出張所  
TEL：0191-21-5666
遠野家畜診療所  
TEL：0198-62-5322

【家畜診療】TEL：019-601-8125
【人工授精】TEL：019-601-8201

北岩手家畜診療所  
TEL：019-601-6033
葛巻家畜診療所  
TEL：0195-66-2506
北部家畜診療所  
TEL：0195-41-1105
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令
和
５
年
産
の
麦
共
済
の
加
入
申
し

込
み
期
間
は
、
８
月
20
日
か
ら
９
月
20

日
ま
で
で
す
。
減
収
や
品
質
低
下
に
備

え
て
麦
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
麦

共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
は
、

期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
相
殺
方
式
の

加
入
対
象
を
拡
充

　

令
和
５
年
産
か
ら
白
色
申
告
書
類
で

も
全
相
殺
方
式
に
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

加
入
方
式
と
補
償
割
合

全
相
殺
方
式
（
９・８・７
割
補
償
）

半
相
殺
方
式
（
８・７・６
割
補
償
）

災
害
収
入
共
済
方
式（
９・８・７
割
補
償
）

※
災
害
収
入
共
済
方
式
で
は
、
補
償
割
合
と
は
別

に
共
済
金
を
支
払
う
割
合
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　（
９・８・７
割
補
償
）

※
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
加
入
者
個
人
の

減
収
で
共
済
金
の
支
払
い
を
判
断
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
町
村
に
よ
っ
て
被
害
率
が
異
な
る
た

め
、
掛
金
も
大
き
く
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

全
て
の
方
式
に
「
一
筆
半
損
特
約
」

を
付
帯
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
収
穫
量

（
災
害
収
入
共
済
方
式
で
は
生
産
金
額
）

の
減
少
が
５
割
以
上
の
耕
地
を
、
５
割

減
収
（
生
産
金
額
の
減
少
）
と
し
て
共

済
金
を
支
払
う
特
約
で
す
。

詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

令和４年
 8月20日
〜

9月20日 まで

N
O
S
A
I
い
わ
て
を
読
ん
で
農
業
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
特
に
い
ち
ば
ん
星
は
、

頑
張
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
姿
に
励
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。	

【
雫
石
町　

T
さ
ん
】

い
つ
も
表
紙
の
家
族
写
真
に
癒
さ
れ
て
い

ま
す
。	

【
紫
波
町　

H
さ
ん
】

私
も
農
家
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
田
村
さ
ん
、

一
生
懸
命
仕
事
を
し
な
が
ら
趣
味
の
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
体
を
大
事

に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

	
	

【
西
和
賀
町　

K
さ
ん
】

マ
メ
知
識
は
知
っ
て
得
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。
電
動
シ
ニ
ア

カ
ー
の
レ
ン
タ
カ
ー
も
あ
る
の
で
す
ね
。

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

	
	

【
奥
州
市　

A
さ
ん
】

旬
だ
よ
り
は
、
県
内
各
地
域
の
と
び
っ
き

り
の
商
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
も

手
に
取
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

	
	

【
奥
州
市　

W
さ
ん
】

わ
が
家
の
か
ま
ど
の
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

が
と
て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
お
願
い

し
ま
す
。	

【
一
関
市　

S
さ
ん
】

暑
い
日
の
ビ
ー
ル
は
最
高
で
す
よ
ね
。
大

船
渡
市
の「
三
陸
ビ
ー
ル
」を
ぜ
ひ
飲
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
商
品
名
も
素
敵

で
す
。	

【
岩
泉
町　

K
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します

NOSAIいわてNOSAIいわて

おたより広場
水稲共済：損害通知書兼野帳は○○○に NOSAI へ提出をお
願いします。○○○に当てはまる言葉をお答えください。
　　　　　　　　　　　　　　　　   （ヒント：2 ページ参照）

共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　

現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛

金
な
ど
の
納
入
は
口
座
振
替
を

お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　

経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合

員
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
の

際
は
、
金
融
機
関
に
登
録
し
て

い
る
印
鑑
と
ご
加
入
の
共
済
証

券
を
お
近
く
の
N
O
S
A
I
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
連
絡
を

⃝
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
や

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど

が
発
生
し
た
と
き

　

被
害
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
速
や

か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
建
物
の
物
件
、
農
機
具
の
機

種
な
ど
、
加
入
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

　

連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
家
畜
の
異
動

〈
疾
病
傷
害
共
済
〉

　

子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で

共
済
金
額
の
変
更
を
希
望
す
る

場
合
は
、
異
動
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
死
亡
廃
用
共
済
〉

　
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度（
以

下
、
ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、
責
任

期
間
内
の
飼
養
頭
数
を
確
認
し
ま

す
。
牛
の
異
動
な
ど
は
速
や
か
に

ト
レ
サ
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
を
受
付
し
て
い
ま
す

　

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

は
、
建
物
に
保
管
中
ま
た
は
乾

燥
・
調
製
等
の
作
業
中
に
農
産

物
が
自
然
災
害
や
火
災
、
盗
難

（
き
損
、
汚
損
を
含
む
）
、
運

送
中
の
事
故
で
被
害
を
受
け
た

と
き
に
補
償
し
ま
す
。
加
入
を

受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
和
地
区
の
家
畜
人
工
授

精
業
務
を
終
了
し
ま
す

　

令
和
４
年
９
月
30
日
（
金
）

を
も
っ
て
、
花
巻
市
東
和
地
区

の
家
畜
人
工
授
精
業
務
を
終
了

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
愛
顧
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
１
日
（
土
）
か

ら
は
花
巻
農
協
営
農
部
畜
産
セ

ン
タ
ー
に
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
共
済
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
し
ま
す

　

農
業
共
済
の
未
実
施
品
目
や

未
実
施
方
式
の
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
加
入
し
た
い
と
思

う
品
目
や
方
式
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

令
和
４
年
９
月
１
日
～
11
月
30
日

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

令
和
４
年
７
月
末
ま
で
に
４
人

の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

⃝
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

　
盛
岡
紫
波
支
所

　
滝
澤
和
真

　
（
資
産
共
済
課
副
主
事
）

　
北
岩
手
支
所

　
阿
部
竜
馬
（
家
畜
課
主
事
）

⃝
磐
井
地
域
セ
ン
タ
ー

　
菊
地
佳
緒
理

　
（
収
穫
共
済
課
副
主
事
）

⃝
岩
手
県
南
基
幹
家
畜
診
療
所

　
浅
野
弘
愛
（
診
療
課
技
師
）

からの

雨が降る中、お父さんとリンドウを収穫した
裕梨さんと恵梨さん。休日には、水やりや

梱包作業などを手伝います。
　「箱を組み立てる速さをお父さんと競争しなが
ら楽しくお手伝いをしています」と裕梨さん。恵
梨さんは「遠くに住むおばあちゃんに送ったり、
学校で配ったりすると喜んでくれるのでうれしい
です」と笑顔を見せました。
　２人は「これからも仲良く協力してお父さんの
お手伝いを頑張りたいです」と意気込みました。

６月号の答え  
「証券」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

■応募方法
はがきに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選
し、図書カード（500円分）を10人にプレゼントします。
■応募締切　令和4年9月20日（当日消印有効）
■応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡1-10-50
　　　　　  　  NOSAIいわて「クイズ」係
■記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問など、ご自由にお書きください。

（氏名を省略して本紙に掲載させていただく場合があります）
※応募によって得られた個人情報は、商品の発送と広報紙作成の参考意

見とする以外の目的に利用しません。

問題Q u e s t i o n？NOSAIクイズ
今
月
の

表
紙

北
き た ぐ ち

口 裕
ゆ う り

梨さん（14歳） 恵
え り

梨さん（9歳）

八幡平市安代
北口和幸さん、みちるさんのお子さん

お 知 ら せ

加
入
申
し
込
み
は

期
限
ま
で
に

麦
共済

　
令
和
4
年
5
月
30
日
に
開

催
さ
れ
た
第
８
回
通
常
総
代

会
に
お
い
て
、
１
人
欠
員
と

な
っ
て
い
た
役
員
を
選
任
し
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
6
年
5

月
31
日
ま
で
で
す
。

組
合
新
理
事
が

決
ま
り
ま
し
た

理
事

 

主
な
経
歴 

⃝
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
小
梨
理
事（
現
）

⃝
一
関
東
部
土
地
改
良
区
理
事（
現
）

千ち

ば葉 　
賢け

ん 

（
一
関
市
）
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〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905
〈盛岡紫波支所〉
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109
〈北岩手支所〉
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
TEL：0198–23–5201

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター
〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

〒020–0857 盛岡市北飯岡1-10–50
TEL：019–601–7491

本所

〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

東南部地域センター

［ホームページアドレス］

http://nosai-iwate.net/

野菜ソムリエ上級プロ

小
お は ら

原 　 薫
かおる

盛岡市生まれ。
ＩＢＣラジオ「野菜の気持ち」のパーソナリ
ティーを務め、各地で料理指導やレストラン
のレシピ開発、食に関する講演会も行う。農
業共済新聞「岩手版」でレシピを連載中。

　オクラには胃の粘膜を保護する働きやタ
ンパク質の消化吸収作用があるため、疲労
回復にも効果があるとされています。

ね
ば
ね
ば
が
夏
バ
テ
か
ら
の

疲
労
回
復
に
役
立
つ

オ
ク
ラ
の

が
ん
も
ど
き

発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  令
和

4
年

8
月

15
日

No. 44
2022

8
結

い
の

大
地

　

オ
ク
ラ
を
刻
む
こ
と
で
さ
ら
に
粘
り
気
が
出

て
、
ふ
わ
ふ
わ
と
い
う
よ
り
も
と
ろ
け
る
よ
う
な

柔
ら
か
い
食
感
に
な
り
ま
す
。

 

❶
木
綿
豆
腐
は
１
時
間
ほ
ど
水
切
り
を
す
る
。

❷
オ
ク
ラ
に
塩（
分
量
外
）を
ま
ぶ
し
て
、
手
で

塩
を
こ
す
り
つ
け
る
よ
う
に
オ
ク
ラ
の
産
毛
を

取
っ
て
か
ら
水
洗
い
し
、
熱
湯
で
30
秒
ほ
ど
ゆ

で
て
小
口
切
り
に
す
る
。

❸
ボ
ウ
ル
に
す
べ
て
の
材
料
を
入
れ
て
手
で
よ
く

混
ぜ
る
。

❹
鍋
で
サ
ラ
ダ
油
を
１
８
０
度
に
熱
し
、❸
の
６

分
の
１
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
い
、
ぽ
と
ぽ
と
と

油
に
入
れ
て
両
面
が
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚

げ
る
。

　

※
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
、
大
根
お
ろ
し
や
麺
つ

ゆ
を
付
け
て
食
べ
て
も
い
い
で
す
ね
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

材料 （６個分）
オクラ……………………… 5本
木綿豆腐………………… 150㌘
ナガイモ（すりおろす）… … 15㌘
卵液…………………… 大さじ１
片栗粉………………… 大さじ１
調味料（酒大さじ２分の１、しょ
うゆ 小さじ２分の１、塩ひとつ
まみ）
サラダ油（揚げる用）… …… 適量

オクラな




